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日
本
書
紀
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三
〇
〇
年
史
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問
う
◆
も
く
じ

序　

な
ぜ
《
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
》
を
問
う
の
か	

山
下
久
夫

斎
藤
英
喜　

viii

Ⅰ　

古
代

第
一
章　

成
立
前
後
の
日
本
書
紀	

関 

根 　

淳　
3

一　

神
代
巻
の
構
造
と
「
一
書
」

二　

書
紀
所
引
の
諸
本
と
異
本

第
二
章　

天
文
異
変
と
史
書
の
生
成
─
舎
人
親
王
の
作
品
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』	

細
井
浩
志　
22

一　
『
日
本
書
紀
』
の
天
変

二　
『
日
本
書
紀
』
天
変
記
事
の
原
資
料
に
関
す
る
考
察

三　

小
墾
田
宮
の
伝
領
と
天
変
記
録
の
伝
来
・
集
積

第
三
章　

日
本
書
紀
と
殯
宮
儀
礼
─
モ
ガ
リ
（
殯
）
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー	

呉　

 

哲 

男　
47

一　

殯
宮
儀
礼
と
は
何
か

二　

モ
ガ
リ
（
殯
）
の
考ア

ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

古
学
的
発
掘



ii

三　

日
本
書
紀
に
み
る
殯
宮
儀
礼

四　

モ
ガ
リ
（
殯
）
空
間
の
創
出

五　

殯
宮
儀
礼
の
再
定
義

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

日
本
書
紀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム�

ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル　
65

Ⅱ　

中
世

第
四
章　
『
釈
日
本
紀
』、『
日
本
書
紀
纂
疏
』
か
ら
『
神
書
聞
塵
』
へ	

斎
藤
英
喜　
79

─
中
世
に
お
け
る
〈
注
釈
知
〉
の
系
譜
を
も
と
め
て

一　
「
日
本
紀
之
家
」
の
始
発
と
し
て

─
『
釈
日
本
紀
』

二　

室
町
の
学
知
の
爛
熟

─
『
日
本
書
紀
纂
疏
』

三　

あ
ら
た
な｢

神
道｣

の
創
生
へ

─
『
神
書
聞
塵
』

第
五
章　
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
の
「
神
代
」
と
「
日
本
紀
」	

村
田
真
一　
101

一　

八
幡
信
仰
と
日
本
紀
の
中
世
の
交
点
へ

─
研
究
史
と
課
題

二　
『
託
宣
集
』
に
お
け
る
「
日
本
紀
」
⑴

─
祭
祀
顕
現
の
起
源

三　
『
託
宣
集
』
に
お
け
る
「
日
本
紀
」
⑵

─
異
国
降
伏
の
起
源
と
応
神
天
皇

四　
『
託
宣
集
』
に
お
け
る
「
神
代
」
説



iii

第
六
章　

伊
勢
の
日
本
紀
─
道
祥
と
春
瑜
の
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
を
め
ぐ
っ
て	

星 　

優 

也　
122

一　

中
世
日
本
紀
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』

二　

春
瑜
本
の
神
話
世
界

三　

伊
勢
の
日
本
紀

─
道
祥
本
の
達
成

第
七
章　

神
仏
を
生
む
中
世
の
神
代
巻	

松
本
郁
代　
145

─
大
日
孁
貴
か
ら
天
照
、
大
日
霊
か
ら
大
日
如
来
へ

一　

大
日
如
来
の
本
地
化
と
「
大
日
孁
貴
」

二　

訓
み
に
み
る
「
大
日
孁
貴
」
の
姿

三　

皇
祖
神
か
ら
伊
勢
皇
太
神
へ
の
変
容

第
八
章　

中
世
神
学
と
日
本
紀
─
一
三
～
一
四
世
紀
に
お
け
る
至
高
の
神
と
霊
魂
の
探
求	

小
川
豊
生　
164

一　
「
俗
神
道
」
と
「
一
神
」

二　

麗
気
神
学
と
天
空
の
神

三　
〈
狭
霧
の
神
〉
の
建
立

─
度
会
家
行
と
慈
遍
の
神
学

四　

神
を
つ
く
る
霊

─
霊
魂
一
元
論
と
本
地
垂
迹
思
想
の
解
体



iv

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

ス
サ
ノ
ヲ
の
「
悪
」
を
め
ぐ
っ
て	

鈴
木
耕
太
郎　
189

─
『
釈
日
本
紀
』
か
ら
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
変
遷
を
考
え
る

Ⅲ　

近
世

第
九
章　
「
附
会
」
と
「
考
証
」
の
あ
い
だ
─
垂
加
神
道
の
『
日
本
書
紀
』
解
釈	

齋
藤
公
太　
203

一　

神
代
巻
の
不
可
解
さ

二　
「
土
金
」
と
皇
統

三　
「
天
人
唯
一
」
の
振
幅

四　

古
言
と
古
事

第
一
〇
章　

忌
部
正
通
『
神
代
巻
口
訣
』
と
忌
部
神
道	

伊 

藤 　

聡　
224

一　

忌
部
正
通
の
『
神
代
巻
口
訣
』

二　

忌
部
神
道
と
広
田
担
斎

三　

八
箇
祝
詞
に
つ
い
て

四　

忌
部
神
道
と
垂
加
神
道

五　
『
色
弗
口
訣
』
と
今
出
河
文
斎

第
一
一
章　

近
世
儒
者
の
神
代
巻
批
判
と
「
神
道
」「
上
古
」
─
鈴
木
貞
斎
に
即
し
て	

松
川
雅
信　
253



v

一　

神
代
巻
批
判

二　
「
上
古
」
に
お
け
る
「
神
道
」

三　
「
神
道
」
提
唱
の
同
時
代
的
意
義

第
一
二
章　

宣
長
『
古
事
記
伝
』
と
重
胤
『
日
本
書
紀
伝
』
─
起
源
神
話
の
創
造
と
し
て	

山
下
久
夫　
274

一　

宣
長
『
古
事
記
伝
』
の
神
話
創
造
と
日
本
書
紀

二　

重
胤
『
日
本
書
紀
伝
』
の
起
源
神
話
創
造

第
一
三
章　

近
世
日
本
に
お
け
る
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
観	

前 

田 　

勉　
314

一　

第
一
期 

初
期
儒
家
神
道

二　

第
二
期 

垂
加
神
道

三　

第
三
期（
一
） 

本
居
宣
長

四　

第
三
期（
二
） 

平
田
篤
胤
学
派

五　

近
代
の
「
国
体
」
神
話

Ⅳ　

近
現
代

第
一
四
章　

初
期
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
と
日
本
書
紀
の
翻
訳	

平
藤
喜
久
子　
339

一　

宗
教
学
、
神
話
学
の
草
創
期
と
翻
訳

二　

レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳



vi

三　

ア
ス
ト
ン
の
英
訳

四　

フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
ド
イ
ツ
語
訳

第
一
五
章　

教
派
神
道
の
『
日
本
書
紀
』
解
釈
と
朝
鮮
布
教	

権 　

東 

祐　
363

─
佐
野
経
彦
の
「
建
白
書
」
を
中
心
に

一　

近
代
神
道
の
世
界
宗
教
志
向

二　

再
生
す
る
中
世
神
話

三　
『
日
本
書
紀
』
と
朝
鮮
半
島

四　

檀
君
と
の
習
合

五　

佐
野
経
彦
の
神
話
解
釈
と
朝
鮮
布
教

第
一
六
章　

読
み
替
え
ら
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
系
譜
と
折
口
信
夫	

斎
藤
英
喜　
384

一　
「
日
本
紀
」
講
義
と
折
口
学

─
「
希
客
者
」
の
訓
み
を
め
ぐ
っ
て

二　
「
国
文
学
の
発
生
」
と
『
日
本
書
紀
』
解
釈

三　
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
と
真
床
襲
衾
の
解
釈
史

第
一
七
章　

近
代
歴
史
学
の
な
か
の
『
日
本
書
紀
』
─
建
国
神
話
を
中
心
と
し
て	

田 

中 　

聡　
407

一　
「
神
代
」
と
「
人
皇
代
」
の
同
列
視
（
一
八
八
〇
年
代
）

二　

人
民
史
・
国
民
史
と
し
て
の
「
神
代
史
」（
一
九
一
〇
年
代
）



vii

三　

氏
族
共
同
体
と
英
雄
の
物
語
（
一
九
三
〇
～
五
〇
年
代
）

あ
と
が
き

索
引

執
筆
者
紹
介



viii

序　

な
ぜ《
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
》を
問
う
の
か

山
下
久
夫

斎
藤
英
喜

は
じ
め
に

　

養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
成
立
し
た
『
日
本
書
紀
』
は
、
本
年
（
二
〇
二
〇
）、
一
三
〇
〇
年
目
を
迎
え
る
。
八
年
前
の
《
古
事
記

一
三
〇
〇
年
》
の
と
き
は
、
一
種
の
「
古
事
記
ブ
ー
ム
」
が
沸
き
起
こ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
や
展
示
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
続
い

た
が
、
残
念
な
が
ら
《
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
》
が
一
般
の
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
だ
。『
古
事
記
』
の
場
合
は
、
本

居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
よ
る
「
古
代
日
本
」
の
発
見
と
い
う
言
説
と
相
乗
し
、
喪
失
し
た
「
日
本
」
に
対
す
る
自
信
を
取
り
戻

す
と
い
う
議
論
と
も
結
び
つ
い
た
。
と
り
わ
け
前
年
の
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
日
本
の
復

興
・
再
生
と
重
ね
ら
れ
、
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
歴
史
を
遡
っ
て
み
る
な
ら
ば
、『
古
事
記
』
よ
り
も
『
日
本
書
紀
』
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
書
写

さ
れ
、
読
ま
れ
、
注
釈
・
研
究
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
の
始
発
は
養
老
五
年
（
七
二
一
）
か
ら
康
保
二
年
（
九
六

五
）
ま
で
、
ほ
ぼ
三
〇
年
ご
と
に
行
わ
れ
た
、
朝
廷
主
宰
の
『
日
本
書
紀
』
講
義
＝
日
本
紀
講
に
始
ま
り
、
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
展
開
、

発
展
さ
せ
た
卜う

ら

部べ

家
や
一
条
家
の
注
釈
、
一
方
に
天
台
・
真
言
系
僧
侶
た
ち
に
よ
る
注
釈
・
研
究
が
続
き
、
江
戸
時
代
、
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
に
は
神
代
巻
の
刊
本
が
出
る
こ
と
で
、
広
く
社
会
に
流
布
し
た
『
日
本
書
紀
』
は
、
儒
学
者
、
国
学
者
た
ち
に
よ
る
注
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釈
、
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
近
代
に
至
れ
ば
、
西
洋
学
問
の
影
響
下
に
成
立
し
た
、
歴
史
学
、
神
話
学
、
国
文
学
、

国
語
学
、
民
俗
学
、
宗
教
学
な
ど
の
諸
学
問
に
よ
る
、
多
様
な
切
り
口
か
ら
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
史
が
続
い
て
い
く
こ
と
は
、
あ

ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
『
古
事
記
』
に
く
ら
べ
て
、
圧
倒
的
な
質
量
を
そ
な
え
た
『
日
本
書
紀
』
の
受
容
、

注
釈
、
研
究
の
歴
史
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
書
は
そ
う
し
た
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
を
俯
瞰
し
、
静
態
的
な
『
日
本
書
紀
』
の
受
容
史
を
記
述
す
る
も
の
で
は
な
い
。

本
書
が
目
指
す
の
は
、『
日
本
書
紀
』
を
読
み
、
注
釈
し
、
研
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
固
有
の
「
神
話
」
や

「
歴
史
」
を
創
造
し
て
い
く
知
の
運
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
視
点
を
導
き
出
す
背
景
に
あ
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
展
開
し
た
、
中
世
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
（
日
本
紀
注
）

の
再
評
価
＝「
中
世
日
本
紀
」
の
研
究
視
点
で
あ
る
。
従
来
は
、
荒
唐
無
稽
、
牽
強
付
会
の
説
と
し
て
学
問
的
検
討
の
価
値
の
な
い

も
の
と
退
け
ら
れ
て
き
た
中
世
の
「
日
本
紀
注
」
の
テ
キ
ス
ト
群
は
、
一
九
七
二
年
の
伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
」（『
文

学
』
一
九
七
二
年
一
〇
月
号
）
以
降
、
近
代
的
な
注
釈
概
念
と
は
異
な
る
、
中
世
固
有
の
知
や
学
問
の
あ
り
方
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
掘

り
起
こ
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
注
釈
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
、
原
典
の
『
日
本
書
紀
』
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、
中
世
独
自

の
神
話
＝「
中
世
神
話
」
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
、
神
話
創
造
の
運
動
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
世
日
本
紀
の
研
究
動
向

と
ク
ロ
ス
し
つ
つ
、
本
書
の
編
者
・
山
下
久
夫
と
斎
藤
英
喜
は
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
な
ど
近
世
国
学
者
の
注
釈
世
界
を
近
世
固

有
の
神
話
＝「
近
世
神
話
」
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
で
、
近
代
的
な
視
野
か
ら
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
宣
長
、
篤
胤
た
ち
の
「
知
」

の
可
能
性
を
探
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
以
上
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず
は
、『
日
本
書
紀
』
成
立
期
の
古
代
の
捉
え
直
し
、
読
み
の
更
新
と
と
も

に
、
中
世
か
ら
近
世
、
そ
し
て
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史
を
カ
バ
ー
し
て
、『
日
本
書
紀
』
注
釈
・
解
釈
・
研
究
の
な

か
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
「
神
話
」
や
「
歴
史
」
が
解
釈
さ
れ
、
創
造
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く



x

も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
書
の
執
筆
陣
は
、
国
文
学
、
歴
史
学
、
思
想
史
研
究
、
神
話
学
な
ど
多
領
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
本
書
の
想

定
さ
れ
る
読
者
も
、
上
記
の
領
域
と
重
な
り
、
ま
た
そ
れ
を
上
回
る
複
数
の
領
域
の
研
究
者
、
学
生
、
あ
る
い
は
学
問
に
興
味
を
も

つ
人
び
と
を
視
野
に
お
い
て
い
る
。
本
書
が
、
プ
ロ
パ
ー
や
ジ
ャ
ン
ル
、
時
代
区
分
の
な
か
に
閉
塞
し
た
学
問
の
現
状
を
乗
り
越
え

て
い
く
た
め
の
試
金
石
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

あ
ら
た
め
て
、
な
ぜ
《
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
史
》
を
問
う
の
か
。
そ
れ
は
「
日
本
」
や
「
日
本
史
」
を
め
ぐ
る
諸
言
説
を
捉
え

直
す
と
と
も
に
、
プ
ロ
パ
ー
や
時
代
区
分
に
閉
鎖
さ
れ
が
ち
な
現
在
の
学
問
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
意
義
を
も
つ
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
方
法
的
視
点
か
ら
の
『
日
本
書
紀
』
の
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
を
問
う
論
文
集
も
、
本
書
が
最
初
と
い
っ
て
よ
い
。

　

以
下
、
本
書
に
収
載
さ
れ
た
論
考
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
現
代
に
わ
た
る
《
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年

史
》
を
概
括
し
て
い
こ
う
。

　

な
お
、
本
書
の
各
論
文
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
三
一
日
、
六
月
二
三
日
、
九
月
二
九
日
、
一
二
月
二
日
、
二
〇
一
九
年
一
月
二
七

日
、
三
月
一
七
日
の
計
六
回
に
わ
た
る
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
と
討
議
と
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
序
文
の
う
ち
、
は
じ
め
に
・
Ⅰ
古
代
・
Ⅱ
中
世
・
Ⅳ
近
現
代
は
斎
藤
の
執
筆
、
Ⅲ
近
世
は
山
下
の
執
筆
で
あ
る
。
各

論
文
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
し
も
掲
載
順
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

Ⅰ　

古
代

　

八
世
紀
初
頭
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）『
古
事
記
』
と
養
老
四
年
（
七
二
〇
）『
日
本
書
紀
』
と
の
編
纂
・
成
立
の
経
緯
は
、『
古
事

記
』
和
銅
五
年
成
立
が
史
実
か
ど
う
か
の
検
討
も
含
め
て
、
い
ま
に
あ
っ
て
も
な
お
多
く
の
議
論
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
と

リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
が
記
述
し
た
神
話
や
歴
史
が
、『
古
事
記
』
の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
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あ
と
が
き

　

本
書
の
狙
い
は
序
文
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
だ
が
、
い
ざ
編
集
に
か
か
っ
て
み
る
と
、
そ
の
過
程
は
編
者
に
と
っ
て
密

度
の
濃
い
時
間
と
な
っ
た
。
口
頭
発
表
と
討
議
を
踏
ま
え
た
う
え
で
執
筆
に
取
り
か
か
っ
た
各
論
者
が
、
討
議
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

問
題
の
所
在
に
気
づ
き
、
筆
を
進
め
な
が
ら
ま
た
新
た
な
問
題
が
み
え
て
き
て
試
行
錯
誤
す
る
様
相
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
あ
る
。
今
回
、
編
者
の
特
権
と
し
て
論
者
全
員
の
論
考
に
目
を
通
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
一
応
、
本
書
の
主
旨
を
理
解
し
た
論
考

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
で
は
あ
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
、
各
論
者
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
苦
闘
し
ど
の
よ
う
な
地
平

に
出
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
論
文
の
書
か
れ
る
「
現
場
」
に
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
で
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

苦
闘
を
共
有
で
き
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
見
時
代
も
分
野
も
異
な
る
各
論
考
の
テ
ー
マ
が
、
読
ん
で
い
る
う
ち
に

相
互
に
響
き
合
う
音
調
も
聞
こ
え
て
き
て
、「
共
振
」
と
い
う
視
座
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
論
考
に
つ
い
て
の
評
価
は
読
者
の
判
断
に
俟
つ
し
か
な
い
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
創
造
的
な
知
の
運
動
と
い
う
視

座
か
ら
の
史
料
の
読
み
替
え
や
研
究
史
の
塗
り
替
え
が
始
ま
っ
て
い
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
々
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
も
、
結
果
と
し
て
ほ
ぼ
当
初
の
予
定
通
り
に
刊
行
で
き
た
こ
と
も
誇
り
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
を
守
り
な
が
ら
、
己
の

問
題
意
識
に
真
摯
に
向
き
合
っ
た
各
論
者
の
志
の
高
さ
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
思
文
閣
出
版
の
三
浦
泰
保
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
三
浦
さ
ん
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
粘
り
強
い
編
集
作
業

が
な
か
っ
た
ら
、
本
書
の
予
定
通
り
の
刊
行
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
知
の
運
動
体
を
共
有
し
て
い
た
だ
い
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

二
〇
二
〇
年
四
月�

山
下
久
夫
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『増補・いざなぎ流　祭文と儀礼』（法藏館，2012年），『異貌の古事記』（青土社，2014
年），『折口信夫─神性を拡張する復活の喜び』（ミネルヴァ書房，2019年）．

関 根 　淳（せきね・あつし）
1970年生．上智大学大学院文学研究科史学専攻博士前期課程修了，修士（文学）．富士
見丘中学高等学校教諭．
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オオヒルメ（オオヒルメムチ、大日孁貴、

大日霊貴）　	145～7, 149～57, 160, 161
大山為起	 214
岡田莊司	 396, 397
荻生徂徠	 265, 267～9, 284, 285
尾高朝雄	 315
落合直澄	 376, 378
落合博志	 124
大神比義	 102, 109, 111
オホクニヌシ	 73
オホナムチ	 69, 70, 71, 73
折口信夫
	 	 87, 96, 165, 178, 183, 184, 384～402

か行

荷田春満	 212
仮名垣魯文	 330
金子光晴	 332
亀山天皇	 160
河継	 155
川面凡児	 399, 400
観勒	 22, 36
北畠親房	 167, 172, 176, 317
北山茂夫	 421
紀繁継	 376, 378
鳩巣	 265
行基	 154
清原宣賢	 226
清麿	 160
欽明（欽明朝）	 255
櫛田良洪	 124
国常立（国常立尊）
	 	 6, 7, 167, 175, 177, 178, 207, 211
久保田収	 123, 124, 134
久米邦武	 365, 372, 377, 380, 409～13
黒板勝美	 391～3
黒住宗忠	 366

絅斎	 264, 265
慶暹	 160
契沖	 218
元正天皇	 33, 42
釼阿	 151
元明天皇	 279
皇極天皇	 38, 40
後宇多法皇	 149
神野志隆光	 68
弘法大師	 151, 155
後円融天皇	 129
後白河院	 149
牛頭天王	 80, 194, 369～71, 376, 378
後醍醐天皇	 153
小中村清矩	 409
小中村義象	 410
虚無大元尊神	 93, 94

さ行

佐藤直方	 320
佐藤信淵	 301
佐野経彦	 363～5, 368～70, 377～82
持統天皇（持統朝）	 29, 33, 47
渋川春海	 237, 240
慈遍	 177, 178, 182, 185, 211
清水以義	 254
淳仁天皇	 39, 40
春瑜	 79, 82, 112, 124, 126, 135, 138, 141
証禅	 160
聖徳太子	 151, 255, 256, 259～62, 266
舒明天皇	 40
神吽	 102, 109, 112
神功皇后	 105, 106, 107, 111, 115～8
推古天皇	 25, 29, 30, 40
スサノヲ（素戔嗚尊）
	 	 83, 191～7, 298, 301, 304
崇峻天皇	 256
鈴木重胤	 96, 275, 298～302, 304～9
鈴木貞斎	 253～70
蘇我馬子	 256, 266
蘇民将来	 117

た行

ダーウィン	 340
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醍醐天皇	 151
大日如来
	 	 149, 150, 153～5, 157, 158, 160, 161
第六天魔王	 129, 135
高木敏雄	 355, 356, 413, 416
高橋典幸	 123
高山樗牛	 355, 356, 413
田口卯吉	 409, 413
太宰春台	 265, 267
多田南嶺（義俊）	 228, 255
谷川士清	 203, 218, 244, 282, 283, 320
谷秦山	 237, 254
玉木正英	 205, 215, 236, 238, 321
檀君	 369, 370, 373～6, 378, 380, 381
潮音道海	 231, 233
通海	 151, 152, 157～60
津田左右吉　	 316, 325, 391～4, 407, 412, 

414～6, 418, 420～2, 424, 425
椿井政隆	 244
出口延佳	 211
天智天皇	 57
天武天皇	 33, 40, 41, 51, 278～80, 282
道祥	 79, 112, 124～6, 135～9, 141
藤貞幹	 372
藤間生大	 421
徳川家康	 266, 268
徳川光圀	 206, 372, 373, 377
舎人親王　	33, 39～42, 205, 208, 211, 255, 

257, 258, 260
伴部安崇	 235

な行

那珂通世	 409, 410
梨木祐之	 237
那波魯堂	 265
二条良基	 89
日初	 374～7
忍勝	 153

は行

服部中庸	 291, 302, 348, 349
林羅山	 232, 238, 317
原克昭	 128
伴蒿蹊	 373～7

稗田阿礼	 279
ヒコホホデミ	 115～7
平田篤胤　	96, 203, 295～7, 305, 328, 347, 

348, 352, 354
平田銕胤	 296
ヒルコ	 161
ビルシャナ	 153, 154
ヒルメ	 153, 154
広田担斎	 229～31, 233～5, 238, 241, 246
裴寛紋	 324
保科正之	 206, 237
星野恒	 365, 372, 377, 378, 380
ホノニニギ	 72, 87

ま行

増穂残口	 327
松岡雄淵	 322
真野時綱	 372, 373
三品彰英	 421～5
源雅言	 148
三宅尚斎	 259
三宅米吉	 409, 413
室鳩巣	 254, 266, 364
本居宣長　	 216, 218, 220, 275～8, 280, 

281, 29 0, 29 4, 323 ～7, 3 44, 3 48, 3 49, 
352, 354, 359, 385

森尚謙	 246
守井左京	 212, 213

や行

柳田國男	 356, 391, 396, 413
山鹿素行	 229, 240, 241, 318
山口春水	 322
山崎闇斎　	 185, 203, 204, 208, 211, 226, 

235, 237, 239, 253, 254, 257, 259, 260, 
281, 283, 293, 319

山路愛山	 412, 415, 416, 418
山本復斎	 254, 255
融慶	 124～6
吉川惟足	 206, 207, 209, 237, 318
吉田兼倶　	 79, 81, 90～6, 178, 185, 207, 

217, 226, 238, 281, 285, 370
吉見幸和	 219, 282, 322
頼永	 160
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ら行

ラッファエーレ・ペッタツォーニ	 166
ラフカディオ・ハーン	 343
良遍	 196
レヴィ＝ストロース	 358
路通	 245

わ行

若林強斎	206, 215, 216, 219, 254, 314, 322
度会家行	 172, 175, 179, 181, 182
度会常昌（常良）	 153, 182
度会延佳	 237
度会行忠	 180, 185

【事項名】

あ行

アカデミズム史学	 391, 392, 394
葦原中国	 68, 69, 71
アニミズム	 342
天津祝詞	 307, 308
考古学的発掘	 53
或本	 3, 12～4, 17, 20
闇斎学派	 257, 259, 263, 264
異界訪問譚	 66, 67, 73
異国降伏	 110～4, 119
伊勢神道	 165
伊勢太神宮瑞柏鎮守仙宮院秘文	156, 156
伊勢国風土記	 138, 140, 141
伊勢本『日本書紀』	 122, 136

『伊勢物語』注釈	 137138
伊勢両宮曼荼羅	 158
一書	 3～7, 9～11, 14, 15, 17～20
一本	 3, 12～4, 17, 20
イニシエーション	 66
因位	 113
忌部八箇祝詞道別草	 235, 237
陰陽論	 276, 277, 280, 282
卜部家	 204
韞蔵録	 321
英雄（英雄時代）	 419～21, 424
圜悟必要	 180
王権の中断	 52
応仁・文明の乱	 90, 92, 94
小治田寺	 39
小墾田宮	 36, 40, 42
大殿	 54
正寝	 55

か行

華夷秩序	 50
懐風藻	 41
漢意	 276, 284, 286, 288
漢書	 22, 34, 35
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閑田耕筆	 373
神字日文伝	 347
神嘗祭	 307
祇園社	 191, 194
起源神話	 274, 290～2, 302, 306, 308～10
起源の反復	 62
既存者	 178, 183, 184
橘家神道	 293
紀年	 409～11, 424
旧辞	 9～11, 13, 15, 17, 19
旧本	 3, 12～4, 17, 20
教説山房夜話	 331
共同体	 417～9, 422, 424, 425
教派神道	 364, 367, 370, 381
玉籤集	 236
近世神話　	 275, 280, 287, 294, 297, 303, 

309, 310, 385
公事根源	 194
くずばな（くず花）	 323, 326, 327
黒住教	 365～8, 381
外宮	 155, 156, 158, 159
月食	 25, 32
元元集	 172, 176
建国祭	 417
建国神話	407, 408, 412, 415, 417, 419, 424
皇統譜	 51
古今神学類聚鈔	 372
国学	 204
国学弁疑	 322
国体	 393, 394, 400
国体の本義	 314
国民	 396, 415, 416, 418, 422
国民化	 389
国民国家	 396
国民史	 412, 417
国民性	 389
国民ナショナリズム	 393
古語拾遺	 238, 243
古事記　	 4, 5, 20, 61, 83, 167, 181, 276, 

278, 280, 281, 284, 323, 407, 409, 411, 
416, 417, 418, 420, 422

古事記伝　	275～7, 284, 286～8, 291, 292, 
295, 297, 303, 309, 310, 325, 348, 349, 
385

古史通或問	 371, 372
古史伝	 294, 296, 303, 329
牛頭山	 372, 376～8
古道大意	 328
護法資治論	 246
瑚璉集	 172
艮背語録	 239, 241
根葉花実論	 285

さ行

祭儀神話論	 425
嵯峨天皇日本紀再治説	 128, 131
雑話続録	 322
三国遺事	 375, 376
三国観（仏教的三国観）	 285, 286, 292
残酷と非情	 333
三種神器	 260～4, 269
三条教の捷径	 331
三則示蒙	 330
三大考	 291, 293, 348
色弗口訣	 241, 244
氏族共同体	 424
七曜暦	 43
誄	 48
志武宇地話	 232, 233
釈日本紀　	79～83, 86～8, 90, 94, 95, 147, 

151, 153 , 1 89, 19 0～4, 19 6, 2 85, 3 69, 
371, 377, 398

儒家神道	 207
儒教	 261, 262, 264
修験修要秘決集	 169
朱子学　	 208, 209, 214, 253, 254, 257～9, 

264, 266～8, 270
種の起源	 340
紹運篇	 172, 176
上古	253, 261, 262, 264, 266, 267, 269, 270
衝口発	 372
書記集解	 282
続千載和歌集	 149
続日本紀	 26, 29, 38, 39
讖緯説	 410
神祇灌頂	 125
神宮奉敬会	 381
神国加魔祓	 327
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秦山集	 230, 231, 233, 237
神字	 344, 347～9, 359
人種論	 412
晋書	 23, 43, 227
神書聞塵	 79, 80, 90, 91
神代
	 103, 106, 107, 114～9, 408～11, 413, 414
神代紀髻華山蔭	 277, 279
神代系図	 174
神代史	 414, 416, 417, 424, 425
神代巻　	205, 208, 213, 215, 217, 219, 253, 

254, 255, 257～60, 262～4, 269, 270
神代巻家伝聞書	 318
神代巻口訣　	224, 226, 228, 231, 234, 235, 

237, 238, 241～7
神代巻惟足講説	 318
神代巻存疑	 254～7, 259, 264
神代巻風葉集	 226
神代巻藻塩草	 211, 217
神道	 253, 254, 257, 259～66, 268～70
神道天瓊矛記	 319
神道学則日本魂	 323
神道五部書	 305
神道大意	 178, 322
神道伝授	 318
神道秘伝折中俗解	 317
神統譜	 50, 51
神皇系図	 167
神皇正統記	 167, 317, 320
神秘主義	 274
人民	 415, 416, 419
人民史	 412, 415, 417
神理教	 363, 368, 370, 378～81
神話学	339～43, 351～3, 355～8, 391, 392
垂加翁神説	 319
垂加翁神道教伝	 236
垂加神道　	 203, 204, 212, 216, 217, 219, 

220, 253～5, 259, 260, 262～5, 281～3, 
286, 293, 294

垂加神道初重伝	 320
政事要略	 112
西洋天文学	 291, 292, 301
殺生罪業	 108, 112, 113
千載和歌集	 149

先代旧事本紀	 172, 175, 238, 255
先代旧事本紀大成経	 231
遷都	 52
即位灌頂	 88, 89
俗神道	 165, 172, 177, 182
曾尸茂梨	 368～72, 374, 376～8
蘇塗	 371, 372
徂徠学	 254, 265, 267, 268, 270

た行

太極図	 175
太古	 411
大嘗祭	 82, 83, 87～9, 308, 396～401
太神宮参詣記	 157～9
大神宮両宮之御事	 153, 182
大宗秘府	 180
胎内五位	 137, 138
大日印文説	 131
大日の印文	 130
大日本国説	 130, 131
第六天魔王神話	 131
多元的進化説	 424
謫居童問	 318
脱魂型	 65
玉くしげ	 324
治国利民法	 133, 135, 138
注釈　	 79～81, 90, 93, 95, 384, 385, 388, 

391, 398
注釈知	 80, 96
中世神話	 80, 88, 274, 385
中世日本紀　	 79～81, 96, 101～8, 114, 

117, 119, 190, 191, 193, 274, 384
中朝事実	 318
帝紀	 9～11, 13, 15～7, 19
帝国	 50
帝国紀年私案	 376, 378
帝国憲法義解	 332
定住革命	 54
デーヴァナーガリー	 345, 348, 349, 359
天照教	 381
天人唯一	 212, 213, 215, 216
天孫降臨神話	 170
天地開闢	 170
天地神祇審鎮要記	 178
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天地霊覚秘書・仙宮秘文	 156
天地麗気記	 154
天地麗気府録	 152, 169, 181
天皇
	 82, 88, 389, 391, 392, 394, 395, 397～400
天皇霊	 54, 400, 401
天武殯宮儀礼	 48
天文密奏	 29, 32, 34, 35
天理教	 365, 367, 368, 381
東国通鑑	 372, 376, 377
徳川実紀	 232
土金之伝	 209
飛び神明	 92
豊葦原神風和記	 177, 178

な行

内宮	 155, 156, 158, 159
直毘霊	 325, 326, 359
中臣祓訓解	 150, 151, 155, 160
中臣祓風水草	 226, 235
新嘗祭	 307
日露戦争	 363, 365～8
日食	 23, 36, 40
日鮮同祖論	 365, 372, 373, 377, 380
日本紀講	 81, 84, 85, 300, 385, 388
日本紀講筵	 189
日本紀私記	 189
日本紀之家	 82, 83, 129
日本春秋	 374, 375
日本書紀聞書	 123, 128, 131, 135
日本書紀纂疏　	79, 80, 86～8, 94, 95, 193, 

195～7, 227, 228
日本書紀私記	 153
日本書紀私見聞
	 	 122～7, 129, 130, 135, 136, 140, 141
日本書紀通証	 218, 244, 282, 320
日本書紀伝	 275, 294～7, 299
日本書紀巻第一聞書	 196
日本歴史教程	 417, 421
蓴菜草子	 228
根堅州国	 69, 70, 73
年輪的考察	 422, 423
祝詞講義	 306

は行

配所残筆	 229, 230, 240
八幡宇佐宮御託宣集	 102
八幡縁起	 104～7
八幡愚童訓	 118
八幡信仰	 101
八箇祝詞	 234, 235, 237, 238, 241～4
八箇祝詞国字解	 235
隼人征討	 108, 112
盤古神話	 148
比較神話	 393
比較神話学	 391
日嗣	 49

「日の神」論争	 287, 289, 293
秘本玉くしげ	 327
神籬教	 381
譬喩	 413
譬喩論	 415, 420
憑依型	 65
風葉集	 237
扶桑護仏神論	 231, 233
扶桑略記	 107, 108, 111, 112
峯中秘伝	 169

「文化範型」論	 424
別巻	 3, 14, 15, 17
別本	 3, 12～4, 17, 20
宝基本記	 246
放生会	 108, 112
報本反始	 62
法楽舎	 160
ほかひびと	 384, 395, 396
ホモ・モビリタス論	 63
本学挙要	 329
本紀	 256, 257, 260, 262, 266, 268
本地垂迹	 177
本地垂迹思想	 182

ま行

魔王	 130
真床追衾	 87～9
まれびと	 384, 387～90, 395, 401
万葉集	 14～7, 21, 25
みこともち	 384, 386
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禊	 283, 287, 288, 290, 299, 303～5
三角柏伝記	 155, 160
民族	 410, 411, 415, 418
民俗学	 356, 391, 392, 394, 399, 400, 402
産霊	 183
武搭天神	 369, 370
明良洪範	 230
蒙古襲来	 85
殯	 47
もがり死	 60
殯宮儀礼	 48
モモソヒメ	 66

や行

八坂社旧記集録	 369, 376, 377, 378
大和葛城宝山記	 154, 166
やまとごころ	 330
ヤマトヒメ	 66
倭姫命世記	 246
唯一神道名法要集	 242

吉田神道	 205, 209, 281
吉田家	 286
黄泉国	 67～9, 73
夜聖	 245

ら行

律令天皇制システム	 53
両部神道	 165, 166
誄	 50, 58
類聚国史	 108
類聚神祇本源	 172, 175, 179
麗気灌頂	 170, 171
麗気灌頂口決	 151, 153, 157
麗気記	 125, 151, 152, 168, 170, 246
霊行	 114～9
天地霊覚秘書	 156

わ行

海神の宮	 72, 73
礼（ゐや）	 49, 50
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